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§１ はじめに 

 地震はいつ発生するか分からない災害であるため、多

くの市民は、不安はあっても備えができていないのが現

状である。そのため「地震に対する意識付け」を目的と

した早期防災教育が重要になる。これまでの調査から、

子供が幼ければ幼いほど、非常時の保護者の適切な行動

が重要であると分かった¹⁾ 。本研究では子供だけではな

く大人も含めた社会の防災意識の高揚を目的としている。 
調査２）によると、幼児期の年齢の子供が親と一緒にい

る時間が最も長く、またそのとき遊ぶものでは絵本が多

いため、親と子供が一緒に学べる防災絵本の作成を試み

た。 
§２ 絵本に含める知識の検討 

 絵本の対象が子供と保護者であるため、それぞれに必

要な防災知識を絵本の中に含められるよう内容を検討し

た。 
防災知識について調べる３,４）他と、大人向けに知識を提

供している媒体が多かったため、保護者向けの防災知識

の検討を行い、その後、子供向けの内容を検討すること

とした。絵本が子供向けであり多くの知識を含めること

に適していないため、大人向け防災知識というキーワー

ドで集めた資料３,４）他を、防災知識の項目ごとに集計した

結果をふまえて上位５位までを、絵本に含める保護者向

け防災知識とした。その結果を表１に示す。 
表１ 絵本に含める防災知識のまとめ 

 
 
 
 
 
 
保護者向けの内容から、幼稚園児の年齢では、どのよ

うな防災知識が適切であるかを判断するために、国の防

災教育に対する指針５）と、親が子供に教えたい防災知識

のアンケート結果６)を参考に子供向け防災知識を検討した。

アンケート結果と、保護者向け防災知識の中に共通する

項目を表１のように子供向けの防災知識とし、それぞれ

に知識の関連性をもたせ、保護者への影響力を重視した。 
§３ 絵本の構成と形式の検討 

 絵本は、保護者と子供それぞれに必要な知識を効果的

に含めるために、同一ページ内に絵本の内容を載せる子

供向けの部分と、絵本の中に含めることのできない詳細

な知識を載せる保護者向けの解説部分から構成する。  
子供向け知識を含めた「絵本の内容」部分と「保護者

向け解説」部分のレイアウトを図１に示す。 
子供に保護

者が読み聞か

せる、あるい

は子供が読む

場合は、「保

護 者 向 け 解

説」部分を折

りたたんで子

供に見えない

ようにし、保

護者だけで読むときは、折りたたまずに両方が見えるよ

うにする。 
このように、対象によって違う必要な知識を効果的に

見せる工夫をした。 
子供向け絵本は、子供と保護者が楽しめることに重点

をおいた「ストーリー性があり、しかけのある形式」と

する。地震発生から避難場所まで避難する流れの中に、

子供向けの知識①から③を加えストーリーを作成した。

保護者向けの知識①から⑤は保護者向け解説部分に含め

る。 
作成した防災絵本の「絵本の内容」部分と「保護者向

け解説」部分と、しかけの有無を含めた全体の絵本の構

成を表２に示す。表２の防災知識①～⑤は表１に対応し

ている。 
§４ プレ調査による評価と改訂 

このように作成した絵本をもとに、大学生と専門家に 
表２ 絵本全体の構成 
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2 2 2 3 24 2 5 26 2 7 28

29 3 0 31
④　火の始末
　地震のためにコンロやストーブなどの火
が燃え移り火事になる、という被害はどの
地震でもおこっています。しかし、最近の
コンロなどは揺れを感知したらガスが止ま
るようになっていたりしますので、火を消す
ことにそこまで神経質にならなくても大丈
夫です。たとえ、火が出ても慌てず、自分
の身の安全を確保することを最優先にし
てください。地震の第一波がおさまるまで

の１０秒程の間に、それが家全体にまで燃
え広がることはありません。第一波がおさ
まった後からでも、冷静な対応ができれば
十分消火できるはずです。
　初期消火をすぐに行うためにも、消火器
の準備は日ごろからしておいた方がよい
でしょう。

　
③　出口の確保
　地震が起きたとき慌てて外に出ると、　

落下物で怪我をする恐れがあるので、危
険です。避難をするのは揺れがおさまり、
周囲の状況を的確に判断して行いましょう
。とはいえ、マンションなどの高層住宅で
は避難する出口が確保されていなければ
自力で避難する事が難しくなります。大き
な揺れがおさまったら玄関やベランダに
通じるドアを開けて、出口の確保を行って
ください。

みなこちゃんがそとにでると、うえからものがおっこちてきました
。「みなこちゃん、あわててそとにでるとあぶないから、つくえの
したにもぐろう。」とうさぎさんがいいました。

対してプレ調査を行い改善したものを図２に示す。 
図２の上部にあるものが改善前のものであり、下部に

あるものが改善後のものである。  
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図２ 絵本の改善 

指摘をふまえた改善点は大きく分けて３つある。絵本

については文字と絵のバランスを調整したほうがよいと

いう指摘から、図２のＡのように絵を若干小さくして、

文字列を分散させるなどの工夫をした。また、しかけが

２箇所だけでは少ないという指摘より、図２のＢのよう

に、主人公がドアから飛び出すような引っ張るしかけを

追加した。しかけの箇所が２箇所から３箇所に増えたこ

とにより、ストーリーの中にインパクトを加えることが

できた。保護者向け解説部分については文字だけではな

く絵も入れたほうがよいという指摘により、図２のＣの

ようにイラストを加えた。その他、イラストの色合いな

どを調節し全体的に絵本らしいレイアウトになるように

調整した。 

§５ 絵本の評価と完成 

プレ調査などで改訂した絵本をもとに、幼稚園で子供、

父母、教員を対象とした現地でのヒアリング調査を行い、

絵本の実用性を検証した。実施日は 2008 年 12 月で、調

査対象は 5 歳児 10 名、父母 8 名、教員 1 名である。調査

方法として、5 歳児には絵本の読み聞かせを行いそれに対

する反応をみた。父母と教員に対しては子供向け部分の

読み聞かせと保護者向け解説部分の説明をし、それに対

するヒアリング調査を行った。調査より「大人向けの防

災ガイドはしまいこんでしまうが、子供向けの絵本であ

れば常に手元に置いておくことができる。」という、保護

者向けと子供向けが一緒になっている形式に対する肯定

的な評価を得た。しかけに対して子供がとても興味をも

ち、しかけを通して防災知識の内容を積極的に質問し、

考え、理解できていたことから、しかけのある防災絵本

という形式が有効であることが分かった。また、子供に

は「絵本の内容」部分だけを見てもらいたい、というね

らい通り、調査中絵本に触れた子供達は「保護者向け解

説」部分に気がつかなかった。絵本を折りたたむことで、

対象によって異なる、必要な知識を効果的に見せること

ができることが分かった。 
 これらの評価をふまえた改訂は主に次の３点である。a)
図２のＢにあるひっぱるしかけを、子供に人気のあった

マグネットを使用したしかけへ変更した。b)保護者向け解

説部分の知識の「帰宅困難者について」を、保護者から

提案のあった「大地震発生時に幼稚園に子供を迎えに行

くときの対応」に変更した。また c)教員から、表現があ

いまいなため、絵本を通じて子供に感じてほしいことが

分かりにくい、と指摘を受けた。そこで、関連する表現

が分かりやすくなるよう見直した。 
§６ おわりに 

子供だけではなく保護者にも防災の意識づけをするこ

とを目的とした防災絵本を作成した。幼稚園で行った読

み聞かせによるヒアリング調査の結果から、保護者向け

の部分と子供向けの部分がある絵本の形式が子供と保護

者の防災意識の向上に有効であることが分かった。 
しかし、絵本が子供向けで内容をかなり絞り込んでい

るため、それぞれに対しての十分な知識を含めるにはさ

らなる工夫が必要になる。 
調査にご協力いただいた幼稚園の皆様に深謝する。 
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